
１． 緒言

筆頭著者は、３０年間にわたって集団凝集性という

考え方からスタートしてスポーツ集団についての研究

を進めてきた．スポーツ集団の様々な行動様式や集団

のパフォーマンスに関与する要因は、集団凝集性、リ

ーダーシップ、規範、社会的スキルなど多岐にわたって

いる．しかし、個々の問題とその結果を得てもなおその

方法論的な問題は十分に解決されたとは言えない．ま

た、スポーツ集団自体の構造的な変化は近年著しく、

指導者論の限界、スポーツ観の変化、スポーツ科学を

集団経営にどのように応用するかまたはできるかの問

題など、あらたな研究課題が山積し、スポーツ集団の

研究を見直す時期にきていると考えられる．

著者たちは、２００５年度からスポーツ集団の「社会

的アイデンティティ」について日本学術振興会から科

学研究費補助金を受け、社会的アイデンティティを中

心にスポーツ集団を対象とした研究を継続している．

１９６０年代から７０年代には集団凝集性の視点とは

異なる社会的アイデンティティ理論が提唱された．この

理論ではとくに集団に「所属すること」の心理的な意

味が検討された．この視点は今後さらに集団研究に

新たな視点をもたらすものになるのではないかと考えら

れる．

研究を進める上で過去の研究を概観することは重

要である．実際の調査研究と並行して文献検索を実

施した．本学図書館の雑誌記事等文献検索システム

（ＣｉＮｉｉ）を用いて、「社会的アイデンティティ」をキーワ

ードに日本語の雑誌記事文献検索を行うと６１件の記

事が見られた．それらの文献をざっと概観してみるとス

ポーツ観客をあつかった数編の文献以外は、スポーツ

に関するものは見られなかった．そこで、欧文の雑誌

記事等検索システム（ＳＰＯＲＴＤｉｓｃｕｓ）を用いて英

語圏の文献検索を行った．

本報告は、集団の社会的アイデンティティ研究の出

発点となったホッグによる研究を紹介し、次に方法のと

ころで述べる内容に限定した文献検索を行い、スポ

ーツの社会的アイデンティティについての英語圏の

１９８５～２００８年に公表された文献を紹介することを

目的とした．

２． 方法

本学図書館の雑誌記事文献検索システム

（ＳＰＯＲＴＤｉｓｃｕｓ）を用いて、雑誌記事等の検索を

行った．タイトルのキーワードを「ｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｙ」、

「ｓｐｏｒｔ」とした．その結果、１０２編の論文等が検索で

きた．そのうちタイトル、キーワード、抄録を手がかりにス

ポーツ集団に関わるものに絞り、それをとりあげた．今

回はその論文から関連する文献についての検索は行

わなかった．

３．ホッグら（１９９５）の「社会的アイデンティ
ティ理論」にみられる集団への視点

本書の第１章の序にみられる碑文を引用する．

「１９４２年７月から１９４３年８月までの間、この地にナチ

スの収容所があった．ここで、ポーランド・ソビエト・チェ

コスロバキア・ブルガリア・オーストリア・フランス・ベルギ
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ー・ギリシャから送られてきたユダヤ人８０万人以上が

殺戮された．１９４３年８月２日、彼らは、武装蜂起を企

てたが、あえなくナチの看守によって葬り去られた．」

（ポーランドのトリブレンカ村）

人間は社交的なというより集団行動をする生き物で

あるが、一方で他者を殺戮し、他方で他者と共に生き

る、これを説明するカギは何なのか．ホッグの説明は

「社会が異なった集団やカテゴリーから成り立ってお

り、その中の個人の見解や意見・行動が所属する集

団やカテゴリーに基づいているという事実にある．」と

いうものであった．人間の殺戮の恐ろしい歴史は、異

常な人間が起こした行動ではなく、自分の集団のカテ

ゴリーを守っただけだと考えられる．

４． 文献の紹介

文献検索の結果、紹介できる文献は１７編あったの

で、その概要を以下にまとめた．文献検索の結果に抄

録のない文献については、５に著者、タイトル、雑誌名

のみを掲載した．なお、日本語要約の最後に「抄録の

み」とある文献は、記事そのものは手元になく、検索結

果の抄録をもとに翻訳したものである．掲載は出版年

の古いもの順とし、著者名、出版年、タイトルのみとした

（詳細な情報は、最後の文献表参照のこと）．

① Ｌｅｅ，Ｍ．Ｊ．（１９８５）”Ｓｅｌｆ-ｅｓｔｅｅｍ ａｎｄｓｏｃｉａｌ

ｉｄｅｎｔｉｔｙ ｉｎ ｂａｓｋｅｔｂａｌｌｆａｎｓ：Aｃｌｏｓｅｒｌｏｏｋ

ａｔｂａｓｋｉｎｇ-ｉｎ-ｒｅｆｌｅｃｔｅｄｇｌｏｒｙ．”

目的：スポーツファンの態度は社会的競争の表出

現象の良い例であると考えられる．とくにこの現象は

自己評価とスポーツチームの特徴に影響される．そこ

で、スポーツ準拠集団を用いて、自分の社会的アイデ

ンティティを作り上げている集団に好意的であればあ

るほど「内集団ひいき」が生じることを明らかにするこ

とが目的であった．

対象：大学バスケットボールチームの特徴について

の尺度項目を電話インタビューで示し、男子大学学部

生２２３名に実施した．

インタビュー内容：バスケットボールチームのゲームを

好ましいと思うかどうかを電話で質問した．同時に大

学での経験が良好か失敗しているかを伝えられ、この

質問で被験者の自己評価をコントロールした．「内集

団ひいき」はチームに対する「僕たち」という言い方の

出現で判定された．

結果：個人的な成功／失敗がバスケットボールの試

合の結果の記憶と統計的に有意な関わりがあった．

これは自己防衛機能と説明できる．成功や失敗条件

で重要な代名詞の使用に統計的に有意な違いがあ

ったのは、自己評価を保護する方法が条件によって

異なるからと解釈された．自己評価と自我関与は、内

集団感情の表現を引き出す重要な変数である．

人がスポーツチームへの忠誠心を発達させて表明

することや、観戦に参加することや、チームをサポート

するプロセスは、明らかに複雑で、多くの変数の影響

を受けている．研究結果から、自己防衛や卓抜さを変

数に加える必要が示された．

② Ｈｕｇｈｓｏｎ，Ｊ．（１９９８）”Ｓｏｃｃｅｒｓｕｐｐｏｒｔａｎｄ

ｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｙ．”

目的：オーストラリアのサッカープレミアゲームでの伝

統的なクロアチア人主体のチームを追いかけているサ

ッカーフーリガン集団の民族的アイデンティティを空間

理論で説明するのが目的である．集団を中傷するの

ではなく、成員のサブカルチャー視点で行動を理解し

ようと試みた．

内容：Ｓｏｊａという人が人間の第三空間を「他者」の

空間と定義した．それを使用してサッカーのフーリガン

を説明しようとした．第一空間は現実世界、第二空間

はイメージを通した物質世界と分類した．フーリガン集

団の成員が特異な社会的アイデンティティを作り上げ

サッカー場に比喩的空間を見出すことを示そうとした．

③ Ｄｉｅｔｚ-Ｕｈｌｅｒ，Ｂ．＆Ｍｕｒｒｅｌｌ，Ａ．（１９９９）”Ｅｘ-

ａｍｉｎｉｎｇ ｆａｎ ｒｅａｃｔｉｏｎｓｔｏｇａｍｅｏｕｔｃｏｍｅ

ｓ：ａｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌｓｔｕｄｙｏｆｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｙ．”

目的：フットボールチームのファンの意識に社会的ア

イデンティティやスポーツの状況要因（期待、結果、メ

ディアの注目）が影響するかを明らかにすることが目

的であった．

方法：大学のフットボールシーズン（１４週）を対象に、
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７４名の参加者にゲーム後のチームへの認知を回答

させた．

結果：大学に強いアイデンティティを持ったファンは、

アイデンティティの低いファンよりもシーズン中ずっとチ

ームに好意的な評価を行った．大学に強いアイデンテ

ィティを持ったファンは、試合に負けたときより勝ったと

き、勝つと予想したとき、ゲーム内容が肯定的だったと

きに、チームを高く評価した．大学へのアイデンティテ

ィが低いファンはチームへの評価は変わらなかった．

これらの結果は社会的アイデンティティの効果であ

り、集団（チーム）のパフォーマンスについての人間の

反応に社会的アイデンティティが重要である．社会的

アイデンティティは自分の集団の認知に強い効果を持

つことが示されたが、スポーツファンではそれが確かで

あるとはいえなかった．社会的アイデンティティがどの

ようなときに効果あるのかを明確にする状況要因を探

求する必要が認められた．

④ Ｌａｖｅｒｉｅ，Ｄ．Ａ．＆ Ａｒｎｅｔｔ，Ｄ．Ｂ．（２０００）”Ｆａｃ-

ｔｏｒｓａｆｆｅｃｔｉｎｇｆａｎａｔｔｅｎｄａｎｃｅ：ｔｈｅｉｎｆｌｕｅｎｃｅ

ｏｆｉｄｅｎｔｉｔｙｓａｌｉｅｎｃｅａｎｄｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎ．”

目的：熱心なファンの行動のモデルを構築するため

に、様々な研究をまとめ、社会的アイデンティティ理論、

関与、愛着、満足の研究から、理論モデルをつくること

が目的であった．

方法：ファンアイデンティティの顕著な特性とスポーツ

大会への参加に影響する要因が集約された．大学生

のサンプルを用いて仮説モデルを検証した．

結果：アイデンティティの顕著な特性はファンの関与

行動を説明する重要な要因であることが示された．

（抄録のみ）

⑤ Ｓｔｏｔｔ，Ｃ．，Ｈｕｔｃｈｉｓｏｎ，Ｐ．＆ Ｄｒｕｒｙ，Ｊ．（２００１）”

１’Ｈｏｏｌｉｇａｎｓ’ａｂｒｏａｄ？Ｉｎｔｅｒ-ｇｒｏｕｐｄｙｎａｍｉｃｓ，

ｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｙａｎｄｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｏｎｉｎｃｏｌlｅｃｔｉｖｅ’

ｄｉｓｏｒｄｅｒ’ａｔｔｈｅ１９９８ＷｏｒｌｄＣｕｐＦｉｎａｌｓ．”

目的：１９９８年フランスワールドカップ決勝戦でイング

ランドのサポーターたちが再び違法な行動をとった．こ

れらの行動は「フーリガン」の衝突に集結した．他方、

トーナメントを観戦したスコットランドサポーターの行動

は非暴力で、「フーリガン」がいないと大衆新聞では評

された．この研究では、サッカーの試合に限定して、

「フーリガン」的なファンの有無で、違法な行動の有無

が生じるかどうかを明らかにしようとした．

方法：トーナメントを観戦したスコットランドとイングラ

ンドサポーターの民族学的データ（Ｎ＝１２１）を用いて、

通常の「平和的な」サポーターが集団的な暴力に参加

するかしないかというプロセスが調べられた．Ｄｒｕｒｙ

＆ Ｒｅｉｃｈｅｒ（２０００）の社会的アイデンティティモデル

（ＳＭＩ）をもとに、群集行動の社会的アイデンティティモ

デル（ＥＳＭＩ）を作成した．

結果：内集団が外集団への活動を合法と理解する

と、内集団成員は外集団成員に対する暴力をアイデ

ンティティと再定義し、暴力を合法と考える．他方、外

集団に敵意を感じない内集団成員は、ライバルチーム

の「フーリガン」サポーターと自分は違うと考えた．この

研究では集団が現在どれくらい「非合法」であるかま

たは非合法ではないかを明らかにすることできたので、

ＥＳＭＩにより群集行動の研究が進んだと言える．

⑥ Ｗａｎｎ，Ｄ．Ｌ．，Ｍｏｒｒｉｓ-Ｓｈｉｒｋｅｙ，Ｐ．Ａ．，

Ｐｅｔｅｒｓ，Ｅ．Ｊ．＆ Ｓｕｇｇｓ，Ｗ．Ｌ．（２００２）”Ｈｉｇｈｌｙ

ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｄ ｓｐｏｒｔｆａｎｓａｎｄ ｔｈｅｉｒｃｏｎｆｌｉｃｔ

ｂｅｔｗｅｅｎ ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ ｏｆｓｐｏｒｔｋｎｏｗｌｅｄｇｅ

ａｎｄ ｂｉａｓｅｄ ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔｓｏｆｔｅａｍ ｐｅｒｆｏｒ-

ｍａｎｃｅ．”

目的：過去の研究ではチームへのアイデンティティレ

ベルの低いファンよりも高いファンのほうが、スポーツと

チームに関わる情報の知識が多く、肯定的な社会的

アイデンティティを持つ人を援助する作戦やチームパ

フォーマンスに偏った評価をしがちであることが示され

た．しかし、自分のひいきのチームの正しい知識を表

明したいという動機と肯定的な方向に偏ったチーム評

価は矛盾する．そこで、この研究ではアイデンティティ

の高いファンにどのような動機が一番重要なのかを明

らかにすることを目的とした．

方法：参加者は自分の大学バスケットボールチーム

へのアイデンティティの強さ、対象となるチームの勝敗

を記述する動詞の使用によってチームの最終結果を

評価した．
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結果：チームへのアイデンティティの高いファンは、感

情的な評価に偏ったが、あまり正確に評価しなかった．

チームの情報に様式、とくにパフォーマンスに関わる情

報と関わらない情報の弁別が議論の中心であった．

（抄録のみ）

⑦ Ｋａｕｅｒ，Ｋ．Ｊ．（２００２）”Ｓｃａｒｙ ｄｙｋｅｓ ａｎｄ

ｆｅｍｉｎｉｎｅｑｕｅｅｎｓ：Sｔｅｒｅｏｔｙｐｅｓａｎｄ ｔｈｅ

ｃｏｎｆｌｉｃｔｉｎｇ ｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｉｅｓ ｏｆ ｆｅｍａｌｅ

ａｔｈｌｅｔｅｓ．”

タイトル： 「恐ろしいレズビアンと女性らしい女王：

ステレオタイプと女性競技者の社会的アイデンティティ

の葛藤」

目的：女性競技者をめぐるステレオタイプについて

の競技者の認知の同定、ステレオタイプへの競技者

の反応、異性愛競技者とレズビアンの競技者がステレ

オタイプに反応が異なるか、を明らかにすることが本の

目的である．（抄録のみ）

⑧ ＶａｎＬｅｅｕｗｅｎ，Ｌ．，Ｑｕｉｃｋ，Ｓ．，＆ Ｄａｎｉｅｌ，

Ｋ．（２００２）”Ｔｈｅｓｐｏｒｔｓｐｅｃｔａｔｏｒｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎ

ｍｏｄｅｌ：A ｃｏｎｃｅｐｔｕａｌｆｒａｍｅｗｏｒｋｆｏｒｕｎｄｅｒ-

ｓｔａｎｄｉｎｇｔｈｅｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎｏｆｓｐｅｃｔａｔｏｒｓ．”

目的：消費者の満足は多くのビジネスの成功と関連

するので、研究の重要な領域である．しかし、スポーツ

観客の満足についてはほんの少しの研究しかなく、ま

た満足の決定要因の研究もない．観客が満足または

不満足をどのように評価するかが本研究の目的であ

る．それらは市場および営業努力に有益な情報となる

であろう．

方法：スポーツ観客満足モデル（ＳＳＳＭ）はスポー

ツ産物の特異性、観客サービスの中心および周辺の

次元を協調させるモデルで、それを用いた．

結果：試合と関連するサービスから引き出される満

足した観客は、クラブへのアイデンティティと勝敗現象

から大きな影響を与えられることが、ＳＳＳＭから明らか

となった．ＳＳＳＭは市場理論、社会的アイデンティティ

理論、スポーツマーケティング理論を統合し、観客の満

足を理解し、将来の研究への足がかりをつくる方向性

を発展させた．（抄録のみ）

⑨ Ｋｒａｎｅ，Ｖ．，Ｂａｒｂｅｒ，Ｈ．，＆ ＭｃＣｌｕｎｇ，Ｌ．Ｒ．

（２００２）”Ｓｏｃｉａｌｐｓｙｃｈｏｌｏｇｉｃａｌｂｅｎｅｆｉｔｓ ｏｆ

ＧａｙＧａｍｅｓｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｏｎ：Ａ ｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｙ

ｔｈｅｏｒｙｅｘｐｌａｎａｔｉｏｎ．”

目的：ゲイゲームズ（同性愛者のスポーツ大会）はレ

ズビアン、ゲイの男性、バイセクシャル、性転換者（ＬＧ

ＢＴ）の支援のための最高の競技大会として組織さ

れている．１９９８年には第５回大会がオランダのアムス

テルダムで開催された．世界の最大のスポーツ大会の

一つとして、２９競技に６８カ国から１４，７１５名の参加

があった．この国際大会はオリンピックと同様に４年ご

とに開催されている．スポーツでの性的志向について

の研究は、視点が限られ理論的な枠組みが欠如して

いる．そこでこの研究は、社会的アイデンティティの枠

組みの中でゲイゲームズへの参加の影響を調査し

た：（ａ）社会的アイデンティティ、自己評価、集団評

価：（ｂ）大会のあとの期待される社会的変化行動．

方法：１２５名のレズビアンとバイセクシャルの競技者

（第５回大会に出場）が調査対象であった．対象者は

プロフィールに記入し、ゲイ大会とその後の期待される

社会的変化行動について自由に回答記述した．結

果は内容分析された．

結果：分析の結果は、社会的アイデンティティ理論と

一致した．対象者は、ゲイ大会の役割を社会的なカテ

ゴリー化、個人と社会的アイデンティティ、自己と集団

の評価と認識した．さらに、参加した女性たちは、ゲイ

大会のあと、もっと外に出て、他者を教育し、政治的な

活動を行うことによって、社会的変化の可能性が高ま

ると感じた．

⑩ Ｋｒａｎｅ，Ｖ．ａｎｄＢａｒｂｅｒ，Ｈ．（２００５）”Ｉｄｅｎｔｉｔｙ

ｔｅｎｓｉｏｎｓｉｎｌｅｓｂｉａｎｉｎｔｅｒｃｏｌｌｅｇｉａｔｅｃｏａｃｈｅｓ．”

目的：女性競技者はレズビアンであるという見方が

ある一方で、レズビアン、バイセクシャル、性転換者の性

的志向への嫌悪が根強い．大学のスポーツコーチで

あるレズビアンたちの経験を社会的アイデンティティ理

論で明らかにする．

方法：社会的アイデンティティの考えを用いて、１３名

のレズビアンの大学コーチの経験を調査した．半構造
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化された面接により、日常で経験するアイデンティティ

の緊張をとらえた．

結果：「コーチ」であることと「レズビアン」であること

は一貫して折り合っていた．これらのコーチの直面す

る行動では、「自分の信念が競技者の精神的な健康

に一番良いと信じて行動する」ことから、「職業的に健

全と思うように行動する」までの幅があった．対象とな

ったコーチは自分の運命を受け入れられないか、また

は、アイデンティティとの折り合いにもがくと、異性愛主

義的な雰囲気に反撃したり積極的な社会変化を作り

出した．

⑪ Ｚｕｃｃｈｅｒｍａｇｌｉｏ，Ｃ．（２００５）”Ｗｈｏ ｗｉｎｓａｎｄ

ｗｈｏｌｏｓｅｓ：Ｔｈｅｒｈｅｔｏｒｉｃａｌｍａｎｉｐｕｌａｔｉｏｎ ｏｆ

ｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｉｅｓｉｎａｓｏｃｃｅｒｔｅａｍ．”

目的：イタリアのプロサッカーチームのメンバーが、社

会的所属のしるしとしてどのような相互作用の言葉

（名詞）を使うかを明らかにすることであった．

方法：名詞語の収集．勝ちと負けの両方の試合後、

試合前の状況で、チーム内の相互作用がオーディオを

用いて記録された．

結果：勝利のあとはチームメンバーは社会的アイデ

ンティティのマーカー（しるし）をほとんど使わなかった．

これは、その状況では自他の社会的所属を確認する

必要性がないからだと考えられた．敗戦では、社会的

アイデンティティのマーカーの使用が顕著になり、これ

はチームの特別な下位集団に責任をとらせたいとい

う欲求の表れだと考えられた．相互依存するスポーツ

チームメンバーは、自分と他者の社会的アイデンティテ

ィを同じにしようとするので様々な言語的マーカーを使

用すると考えられる．また、相互作用するチームはメン

バー自身と他者の社会的アイデンティティのレパートリ

ーとして、多くの下位集団を抱え込んでいるというので

ある．社会的カテゴリーの内集団－外集団概念とスポ

ーツチームの複雑でダイナミックな相互作用の性質を

超えた研究をすべきだという指摘がなされた．（雑誌

による紹介レビュー、ＪｏｕｒｎａｌｏｆＳｐｏｒｔ＆ Ｅｘｅｒ-

ｃｉｓｅＰｓｙｃｈｏｌｏｇｙ，２８－２：２１６，２００６．）

⑫ Ｍａｒｇａｓ，Ｎ．，Ｆｏｎｔａｙｎｅ，Ｐ．，＆ Ｂｒｕｎｅｌ，Ｐ．Ｃ．

（２００６）”Ｉｎｆｌｕｅｎｃｅｓｏｆｃｌａｓｓｍａｔｅｓ’ａｂｉｌｉｔｙ

ｌｅｖｅｌｏｎｐｈｙｓｉｃａｌｓｅｌｆ-ｅｖａｌｕａｔｉｏｎｓ．”

目的：才能のある子どもは自分の自己評価には級

友を基準に社会的比較をすることが示されている．し

かし、社会的アイデンティティ理論では、高い能力のク

ラスわけのような典型的な社会的比較効果は、プラス

の価値のある集団への社会的同化によって相殺され

ると考えられる．このことを明らかにする．

方法：フランスの身体的に優れた子ども４６名が研

究に参加した．高い能力のクラスと従来型の異質能

力クラスが研究対象となった．体育での自己評価とク

ラスに対する社会的アイデンティティが１年間収集され

た．

結果：子どもの自己評価はバラバラだったが、二つ

のクラスで似たような最終自己評価を示した．高能力

クラスでは強い社会的アイデンティティ効果が見られ

たが、時間とともに減少した．自己カテゴリー化は高能

力クラスでの自己評価の多様性を主として説明した．

これらのことから、子どもはクラスでの自分の位置を認

識し、集団との比較で自分をカテゴリー化するので、集

団を異質化しても身体的に優れた生徒の自己評価は

低下しなかった．高能力クラスの自己評価の低下は、

高能力クラスと比較することで自己カテゴリー化がだ

んだん減少したからだと説明された．（抄録のみ）

⑬ Ｂｏｙｌｅ，Ｂ．Ａ．＆ Ｍａｇｎｕｓｓｏｎ，Ｐ．（２００７）”

Ｓｏｃｉａｌiｄｅｎｔｉｔｙ ａｎｄ bｒａｎｄ eｑｕｉｔｙ fｏｒｍｔｉｏｎ：

Ａ cｏｍｐａｒａｔｉｖｅ sｔｕｄｙｏｆ cｏｌｌｅｇｉａｔｅ sｐｏｒｔｓ

fａｎｓ．”

目的：この研究は社会的アイデンティティ－ブランド

法則モデル（ＳＩＢＥ）を大学男子バスケットボールチー

ムのファンで検証することが目的であった．

方法：チームの３つの異なるファン集団、現役学生、

同窓生、一般人、を比較した．試合場、チームの歴史、

儀式、社会集団が調べられた．

結果：社会的アイデンティティがブランド法則に効果

あることが明らかとなった．しかし、ファン集団によって

社会的アイデンティティの形成の仕方が異なった．チ

ームの歴史は同窓生と一般人社会的アイデンティティ
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と関連があったが、現役学生は小さな共同体の一部

をなすバスケットボールプログラムの意味によって一番

影響された．これらは、ファン原理への市場情報に有

効であり、１チームにどのように同一化するかを理解す

ることは大学競技プログラムで全スポーツに意味があ

る．（抄録のみ）

⑭ Ｎａｓｓｉｓ，Ｐ．，Ｔｈｅｏｄｏｒａｋｉｓ，Ｎ．Ｄ．，Ｖｌａｃｈｏｐｏｕｌｏｓ，

Ｓ．Ｐ．，＆ Ａｆｔｈｉｎｏｓ，Ｙ．（２００７）”Ｔｈｅ rｅｌａｔｉｏｎ-

ｓｈｉｐｂｅｔｗｅｅｎｔｅａｍ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎａｎｄｌｏｙ-

ａｌｔｙｉｎｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌｓｐｏｒｔｓ．”

目的：社会的アイデンティティ理論に基づいて、プロ

スポーツのファンのアイデンティティと忠誠心の関係を

明らかにすることであった．

方法：１２８名のギリシアの学生が調査に参加した．

結果：回帰分析の結果、チームアイデンティティによ

り重要なファン行動が予測できた．それは（ａ）ひいき

のチームの前年のシーズンの観戦した試合数、（ｂ）ひ

いきのチームのファンであった年数、（ｃ）ひいきのチー

ムをテレビ、ラジオ、新聞で追いかけた頻度、であった．

ファン行動による忠誠心を予測するために、チームア

イデンティティが重要であることが明らかとなった．（抄

録のみ）

⑮ Ｂｏｅｎ，Ｆ．Ｖａｎｂｅｓｅｌａｅｒｅ，Ｎ．，Ｐａｎｄｅｌａｅｒｅ，

Ｍ．，Ｓｃｈｕｔｔｅｒｓ，Ｋ．，＆ Ｒｏｗｅ，Ｐ．（２００８）”Ｗｈｅｎ

ｙｏｕｒｔｅａｍ ｉｓｎｏｔｒｅａｌｌｙ ｙｏｕｒｔｅａｍ ａｎｙ-

ｍｏｒｅ：Iｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎｗｉｔｈａｍｅｒｇｅｄｂａｓｋｅｔｂａｌｌ

ｃｌｕｂ．”

目的：スポーツファンの日々の活動はヒーローのパ

フォーマンスに大きく影響されることがいくつかの研究

で明らかにされている．この１０年間で多くのスポーツ

チームが合併を要請されている．１９６０年にベルギー

の国内４リーグ区分でプレイした１２８のサッカークラブ

のうち５３％が、２００１年までに少なくとも１回は合併に

関わっていた．バスケットボールでも同様であった．この

ような合併が選手の組織へのアイデンティティに負の

影響を与えたり、ファンが自分のチームが他のチームと

合併することを恐れる現象も生じている．本研究は合

併への見通しから生まれた６つの社会的アイデンティ

ティの概念が、合併されたバスケットボールクラブでど

れくらい予測できるかを検証することが目的であった．

方法：前年に合併したベルギーの一部バスケット

ボールクラブの１６０名のファン（平均年齢３５．６８歳）

と９１名のユース選手（９歳以上、平均年齢１５．２歳）

に調査を行った．質問は７段階評価尺度を用い、合

併前のアイデンティティ５項目、合併の成功について４

項目、合併した新しいクラブ内で感じられる前のクラブ

との相違（内集団意識）の４項目、内集団連続性３項

目、内集団意識への満足度８項目、合併の必要性４

項目、合併後のアイデンティティ５項目の計３３項目で

あった．

結果：重回帰分析によって、合併前のクラブへのフ

ァンとユース選手のアイデンティティが、新しく合併した

チームへのアイデンティティの第一の予測要因で、次

が合併の成功認知要因であったことが示された．合

併の必要性認知と合併プロセスへの満足度も有意で

あった．ファンにとって合併した集団の内集団の連続

性／構成も有意な予測要因であった．仮説の予測要

因は合併後のアイデンティティの全分散の７０％であっ

た．この高い割合は、社会心理的予測がスポーツファ

ンがどのように合併に反応するかを関連づけることを

示している．ユース選手では、全分散の６１％が説明さ

れ、ファンとユース選手の合併後のアイデンティティを

促進するプロセスが全く同じであることが示された．研

究結果は、スポーツと文化両方で検証され、ユース選

手にも適用できたので、合併したクラブのファンアイデ

ンティティを明確にするモデルを作りあげる礎とな

るだろう．

⑯ Ｃａｒｉｓｏｎ，Ｂ．Ｄ．＆ Ｄｏｎａｖａｎ，Ｄ．Ｔ．（２００８）”Ｃｏｎ-

ｃｅｒｎｉｎｇ ｔｈｅeｆｆｅｃｔｏｆaｔｈｌｅｔｅeｎｄｏｒｓｅｍｅｎｔｓ

ｏｎbｒａｎｄａｎｄtｅａｍ- rｅｌａｔｅｄiｎｔｅｎｔｉｏｎ．”

目的：社会的アイデンティティ理論を競技者を用い

た宣伝がチームのトレードマークやチームに関する行

動や意図に与える効果を調べるために用いた．

結果：ファンが競技者と同一視すればするほど、チ

ームの品物を集める傾向にあり、また、競技者との同

一視のレベルが高いほどチームに対する態度が肯定

的になった．競技者を使った宣伝は他の領域の有名
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人を使ったものよりも多かった．プロ競技者の幾人か

は給料よりも宣伝契約料のほうが多いという現象が出

現した．このように良く知られた競技者をコマーシャル

に使う効果は明確であった．（抄録のみ）

⑰ Ｄｉｍｍｏｃｋ，ＪａｍｅｓＡ．＆Ｇｕｃｃｉａｒｄｉ，Ｄａｎｉｅｌ

Ｆ．（２００８）”Ｔｈｅｕｔｉｌｉｔｙ ｏｆｍｏｄｅｒｎ ｔｈｅｏｒｉｅｓ

ｏｆｉｎｔｅｒｇｒｏｕｐｂｉａｓｆｏｒｒｅｓｅａｒｃｈ ｏｎ ａｎｔｅ-

ｃｅｄｅｎｔｓｔｏｔｅａｍ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ．”

目的：チームアイデンティティの発達と保持への動機

づけの研究は少ないので、本研究は社会心理学の理

論化と研究を意図した．

方法：４つの現代の内集団バイアス理論である、社

会的アイデンティティ、最適分割理論、不確かなアイデ

ンティティ理論、テロマネジメント理論がレビューされ

た．

結果：４理論は社会的アイデンティティの動機づけ

の関わる同じ原理を共有していることが示された．ス

ポーツチームアイデンティティでこれらの動機づけを評

価する研究計画が示された．（抄録のみ）

５． 抄録のないもの

ここにあげた二つの記事は抄録がなく情報不足な

ので、文献表には載せていない．

①　著者：Ｒｕｓｓｅｌｌ，Ｄ．

タイトル：Ａｍａｔｅｕｒｓ，ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌｓａｎｄ

ｔｈｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｏｆｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｙ．

雑誌名：ＳｐｏｒｔｓＨｉｓｔｏｒｉａｎ、１６、６４－８０、１９９６．

②　著者：Ｂｕｒｄｓｅｙ，Ｄ．ａｎｄＣｈａｐｐｅｌｌ，Ｒ．

タイトル：”Ａｎｄ ｉｆｙｏｕ ｋｎｏｗ ｙｏｕｒｈｉｓ-

ｔｏｒｙ．．．”：ａｎｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｆｏｒｍａ-

ｔｉｏｎｏｆｆｏｏｔｂａｌｌｃｌｕｂｓｉｎＳｃｏｔｌａｎｄａｎｄ

ｔｈｅｉｒｒｏｌｅｉｎｔｈｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｏｆｓｏｃｉａｌ

ｉｄｅｎｔｉｔｙ．

雑誌名： ＳｐｏｒｔｓＨｉｓｔｏｒｉａｎ、２１－１，ページ

不明、２００１．

６．まとめ

雑誌記事文献検索システム（ＳＰＯＲＴＤｉｓｃｕｓ）を

用いて、タイトルのキーワードを「ｓｏｃｉａｌｉｄｅｎｔｉｔｙ」、

「ｓｐｏｒｔ」として検索し、そのうちタイトル、キーワード、抄

録を手がかりにスポーツ集団に関わるものに絞り、その

論文を紹介した．今回はその論文から関連する文献

についての検索は行わなかったので、上述の範囲内

のみのまとめである．

スポーツにおける社会的アイデンティティ研究を、ア

ブストラクトを中心に１７編紹介した．研究で扱われた

集団は、初めのうちは不特定多数の群集、とくに民族

的なアイデンティティを扱ったものが多かった．また、特

殊な集団である同性愛グループのアイデンティティ問

題を扱った一連の研究が見られた．しかし、２００５年

以降に研究の増加が見られ、ファンの行動についての

マーケティングの分析にも関心が広がっている．

方法論的には、数量化するための調査用紙を用い

たものが多かったが、面接法や自由記述など、個人の

「語る内容」を重視する傾向が見られ、このような質的

な研究は、従来の集団研究では見られなかったことで

あり、社会的アイデンティティ研究の特徴といえよう．
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85東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第４４号　２００９


